
８

広
報
は
や
ま
1
月
号

　

平
成
十
六
年
中
（
一
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
一
日
）
に
お
支
払
い
た
だ
い
た
介
護
保
険

料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
（
自
己
負
担
分
）
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
・
県
民
税
申
告
の

際
に
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
は
、「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額　

平
成
十
六
年
中
に
納
付

し
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
額

申
告
に
必
要
な
も
の　

証
明
書
や
領
収
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
納
付
金
額
は
、
一
月
末
頃
に
書
面
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
（
自
己
負
担
分
）
は
、

左
表
の
と
お
り
「
医
療
費
控
除
」
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
お
む
つ
代
は
、「
医
療
費
控
除
」
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

寝
た
き
り
や
痴
呆
又
は
治
療
上
、
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
確
定
申
告
の
際
に

医
師
が
発
行
し
た
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と

介
護
保
険
料
に
関
す
る
費
用
を
確
定
申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

で
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
現
在

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
は
あ
ら
か
じ
め

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
証
明
書
が
必
要
な
旨

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
費
用　

十
六
年
中
に
か
か
っ
た

お
む
つ
代

申
告
に
必
要
な
も
の　

お
む
つ
使
用
証
明
書

と
領
収
書

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が

二
年
目
以
降
で
、
お
む
つ
を
使
用
し
た
人

が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

町
役
場
が
発
行
す
る
確
認
書
に
よ
り
医
師

の
証
明
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
町

で
発
行
す
る
確
認
書
は
、
即
日
発
行
は
で

き
ま
せ
ん
）。

●
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
は
、「
障
害
者

控
除
」の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
す
が
、
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
、「
年

齢
が
六
五
歳
以
上
の
者
で
、
精
神
又
は
身
体

に
障
害
が
あ
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
障
害

者
に
準
ず
る
と
町
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
」
は
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
手
続
き　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
福
祉
課
（
介
護
保
険
係
）
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
要
介
護
認
定
訪
問
調

査
の
内
容
を
も
と
に
判
定
を
行
い
、
対
象

と
な
る
場
合
は
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

（
即
日
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
告
に
必
要
な
も
の　

町
が
発
行
し
た
認
定

書
問
合
せ　

福
祉
課
�
内
線
二
三
二
・
二
三
三

施設介護サービス居宅（在宅）介護サービス

●次の施設サービス費の自
己負担額（介護費及び食
費）

　①介護老人福祉施設（特
別養護老人ホーム）

　②介護老人保健施設
　③介護療養型医療施設

※②③については、診療・
治療上必要な「特別室の
使用料」も対象となりま
す。

●「ケアプラン（居宅介護サービ
ス計画）」に基づいた次のサー
ビス
　①訪問看護
　②訪問リハビリテーション
　③居宅療養管理指導
　④通所リハビリテーション
　⑤短期入所療養介護（医療系
施設のショートステイ）

●上記①～⑤のサービスと併せ
て利用した場合は、次のサー
ビスも対象となります。
　○訪問介護（ただし生活援助
を除く）

　○訪問入浴介護
　○通所介護（デイサービス）
　○短期入所生活介護（福祉系
施設のショートステイ）

対象となる
サ ー ビ ス

施設の種類により異なりま
す
　①介護老人福祉施設は
　　自己負担額の２分の１
　②介護老人保健施設は
　　自己負担額の全額
　③介護療養型医療施設は
　　自己負担額の全額

居宅サービス費の自己負担額
（介護保険給付費に限る）

対象となる
費 用

介護保険施設が発行した領
収書

居宅サービス事業者が発行した
領収書

申 告 に
必要なもの

　

法
の
適
用
を
受
け
な
い
公
共
物
の
こ
と

を
、
一
般
的
に
法
定
外
公
共
物
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

本
条
例
の
適
用
を
受
け
る
法
定
外
公
共

物
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
・
河
川
法
等
の

適
用
を
受
け
な
い
認
定
外
道
路
及
び
水
路

の
こ
と
を
い
い
、
現
在
は
国
有
財
産
と
し

て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
国
の
委
託
を
受
け
た
県
横

須
賀
土
木
事
務
所
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
分
権
推
進
計
画
に
基
づ
き
平
成
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
町
に
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
町
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

十
六
年
町
議
会
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て

本
条
例
が
議
決
さ
れ
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
の
占
用
許
可
を
受
け
て
い
る

人
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
一
日
付
け
を

も
っ
て
許
可
期
間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
占
用
す
る
場
合
は
、
町
に
占
用

申
請
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

　

�
内
線
三
八
一
・
三
八
二

葉
山
町
法
定
外
公
共
物
管
理

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た　



９

お
知
ら
せ

新潟県中越地震への支援を行いました
　新潟県中越地震の義援金を募集したところ、多くの人から心温まる慈善をい
ただき、このうち５０万円と町からの寄付金５０万円を合わせた１００万円を守屋町
長が１１月１６日に長岡市内に設置されている新潟県山古志村災害対策本部に出向
いて本部長の長島村長にお届けしました。葉山町民の善意がきっと伝わったと
思います。町では、しばらく皆様の善意をお受けしておりますのでご協力をよ
ろしくお願いします。
　また、町では、応援物資として２リットル入り飲料水２，００４本を神奈川県を通
じて１０月２９日に三島町へ送ったほか、１１月１日から５日まで被災建築物応急危
険度判定士として職員２人を小国町に派遣するなどの支援を行っています。
　皆様のご協力ありがとうございます。 問合せ　総務課�内線３１１

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

　

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受

付
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

所
得
税

　

二
月
十
六
日（
水
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

※
所
得
税
の
還
付
申
告
の
人
は
、
二
月
十
五

日
以
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　

一
月
四
日（
火
）〜
三
月
三
一
日（
木
）

贈
与
税　

　

二
月
一
日（
火
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

※
各
申
告
書
は
郵
送
又
は
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で

き
ま
す
。

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
共
同
に
よ
る
確

定
申
告
書
作
成
指
導
会

　

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
及
び
年
金
受
給

者
を
対
象
と
し
た
所
得
税
の
申
告
書
作
成
指

導
の
ほ
か
、
個
人
事
業
税
及
び
住
民
税
に
つ

い
て
の
相
談
を
行
い
ま
す
。
譲
渡
所
得
や
贈

与
税
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
源
泉
徴
収
票
や

医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
控
除
証
明
書

等
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

二
月
二
日（
水
）

　

十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時

場
所　

福
祉
文
化
会
館

税
理
士
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
等
の
た
め

の
確
定
申
告
無
料
相
談

日
時　

二
月
九
日（
水
）・
十
日（
木
）

　

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時
（
十
二
時
〜
十
三

時
を
除
く
、
受
付
は
十
五
時
ま
で
）

場
所　

福
祉
文
化
会
館

※
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、
相
談
内
容
が
複
雑

な
方
、
所
得
金
額
が
高
額
な
方
は
税
務
署

で
指
導
を
受
け
て
い
た
だ
く
か
、
税
理
士

に
よ
る
有
料
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鎌
倉
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　

�
〇
四
六
七－

二
二－

五
五
九
一

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　

所
得
の
種
類
が
給
与
ま
た
は
、
年
金
の
み

の
場
合
で
医
療
費
控
除
な
ど
の
諸
控
除
（
た

だ
し
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
及
び
災
害

や
盗
難
等
に
伴
う
雑
損
控
除
は
除
き
ま
す
。）

を
受
け
る
方
は
、
葉
山
町
役
場
で
も
所
得
税

の
申
告
相
談（
自
書
作
成
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
配
当
所
得
・

報
酬
に
か
か
る
雑
所
得
（
原
稿
料
や
講
演
料

等
）・
一
時
所
得
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
一
時
金
な
ど
）・
譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
、

株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
）
が
あ
る
方
や
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等
を
受
け
る
方
は
、

鎌
倉
税
務
署
で
申
告
相
談
（
自
書
作
成
）
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
来
上
が
っ
て
い
る
確
定
申
告
書

は
、
所
得
や
控
除
の
種
類
に
係
ら
ず
葉
山
町

役
場
で
仮
収
受
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間　

二
月
十
六
日（
水
）〜
三
月
十
五
日

（
火
）（
閉
庁
日
を
除
く
）　

時
間　

九
時
〜
十
六
時
（
十
二
時
〜
十
三
時

は
除
く
）

場
所　

役
場
四
階
大
会
議
室

問
合
せ　

税
務
課

　

�
内
線
二
五
一
〜
二
五
三

※
鎌
倉
税
務
署
の
駐
車
場
は
４
月
上
旬
ま
で

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
会
場
へ
の
車
で

の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

鎌
倉
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　国税庁のホームページで申告書を作成

できます。

　国税庁ホームページの「所得税の確定

申告書作成コーナー」で作成（カラープ

リント）した申告書は、税務署に提出す

ることができます。

　国税庁ホームページのアドレスは

　http://www.nta.go.jp



１０

広
報
は
や
ま
1
月
号

　

昨
年
暮
れ
、
葉
山
の
町
制
施
行
八
〇
周
年

記
念
式
典
に
出
席
の
た
め
、
国
際
姉
妹
都
市

の
豪
州
ホ
ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
市
か
ら
代

表
団
が
来
葉
し
ま
し
た
。
一
行
は
ロ
ッ
ド
・

エ
ド
ワ
ー
ズ
副
市
長
と
夫
人
の
ウ
ェ
ン
デ
ィ

さ
ん
、そ
れ
に
ロ
ブ
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
行
政
長

官
、
カ
レ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
総
勢
四
人
。

　

五
日
間
と
短
い
滞
在
で
し
た
が
、
町
内
見

学
な
ど
慌
た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
日
本
文
化
の
香
り
漂
う
し
お
さ

い
公
園
の
一
景
庵
で
、
守
屋
町
長
と
歓
談
。

葉
山
の
印
象
や
こ
れ
か
ら
の
交
流
な
ど
、
話

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

町
長　

葉
山
へ
よ
う
こ
そ
。
と
も
に
町
制
八

〇
周
年
を
祝
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
日
本
は
初
め
て
だ

そ
う
で
す
が
、
葉
山
の
印
象
は
い
か
が
で
す

か
。

ロ
ッ
ド　

海
と
山
が
あ
っ
て
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
。
来
日
前
に
想
像
し
て
い
た
葉
山
よ

り
も
、
ず
っ
と
い
い
町
で
す
。

ロ
ブ　

印
象
的
な
の
は
、
海
岸
線
が
曲
線
を

描
い
て
い
る
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
海
に
似
て
い
る
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

ロ
ッ
ド　

一
方
で
道
が
狭
く
、
入
り
組
ん
で

い
る
。
初
め
て
葉
山
を
見
た
時
は
、
漁
村
の

よ
う
な
感
じ
も
受
け
ま
し
た
。
何
だ
か
昔
の

ホ
ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
に
舞
い
戻
っ
た
よ

う
で
、
懐
か
し
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）。

町
長　

実
は
百
二
十
年
く
ら
い
前
ま
で
は
、

葉
山
も
半
農
半
漁
の
町
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

御
用
邸
が
で
き
て
以
来
、
政
財
界
や
文
化
人

の
別
荘
が
建
ち
並
び
、
東
京
の
文
化
が
ど
っ

と
入
っ
て
来
た
。
そ
れ
が
古
来
か
ら
の
地
元

の
文
化
と
融
合
し
、�
海
と
観
光
と
住
宅
の

町
�
と
し
て
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
自
然
や
景
観
。
こ
れ
は
葉
山

に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
財
産
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
守
る
た
め
に
、
建
物
の
高

さ
を
制
限
す
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
最
大
限

の
努
力
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ブ　

そ
の
点
は
、私
た
ち
も
同
じ
で
す
よ
。

ホ
ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
に
も
建
ぺ
い
率
や

屋
根
の
色
な
ど
、
町
の
景
観
を
守
る
た
め
の

規
制
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

町
長　

話
が
固
く
な
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
か（
笑
）。
ウ
ェ
ン

デ
ィ
さ
ん
、
日
本
の
食
べ
物
は
お
口
に
合
い

ま
し
た
か
。

ウ
ェ
ン
デ
ィ　

あ
れ
も
こ
れ
も
、
お
い
し
い

も
の
ば
か
り
。
特
に
昨
夜
の
ス
テ
ー
キ
は
、

お
肉
が
柔
ら
か
く
て
絶
品
で
し
た
。

町
長　

そ
う
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
葉
山
牛
と

言
っ
て
、地
元
名
産
の
高
級
牛
肉
な
ん
で
す
。

カ
レ
ン
さ
ん
は
何
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
か
。

カ
レ
ン　

お
そ
ば
で
す
。
と
て
も
お
い
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

ロ
ブ　

お
そ
ば
屋
さ
ん
の
建
物
も
良
か
っ
た

で
す
ね
。
味
わ
い
が
あ
っ
て
…
。
葉
山
は
歴

史
と
伝
統
の
町
だ
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

町
長　

町
内
の
施
設
も
ご
覧
に
な
っ
た
そ
う

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
い
か
が
で
し
た
か
。

ウ
ェ
ン
デ
ィ　

一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
図

書
館
で
す
。良
好
な
環
境
の
中
に
あ
り
、館
内

が
と
て
も
静
か
で
、落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
。

カ
レ
ン　

私
が
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
下

水
を
処
理
す
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。
周
囲

の
景
観
を
守
る
た
め
に
ト
ン
ネ
ル
方
式
に
し

た
と
か
、
微
生
物
で
汚
水
を
処
理
す
る
と

い
っ
た
話
を
、
興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、「
い
い
な
」
と
感
じ
た
の
が
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。
利
用
し
て
い
る
お

年
寄
り
の
顔
が
幸
せ
そ
う
で
、
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ド　

私
た
ち
も
一
緒
に
軽
い
運
動
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
に
楽
し
か
っ
た
で

す
よ
（
笑
）。

町
長　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
交
流

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の
輪

を
も
っ
と
広
げ
た
い
で
す
ね
。

ロ
ッ
ド　

い
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
と
学
生
の
交
流
ば
か
り

で
な
く
、
シ
ニ
ア
世
代
の
交
流
な
ど
も
面
白

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

そ
う
で
す
ね
。
葉
山
に
も
ホ
ー
ル
ド

フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
市
と
の
交
流
に
関
心
を
持
つ

シ
ニ
ア
世
代
の
人
が
多
く
い
ま
す
。
い
い
案

だ
と
思
い
ま
す
よ
。

ロ
ブ　

学
生
の
相
互
訪
問
に
始
ま
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
職
員
の
交
流
、
そ
れ
に
シ
ニ
ア
世

代
の
交
流
…
。
夢
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

き
ま
す
ね
。

町
長　

今
後
の
交
流
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
友
好
の
絆
が

さ
ら
に
深
ま
る
と
い
い
で
す
ね
。
今
日
は
い

ろ
い
ろ
と
楽
し
い
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

おめでとう！　町制80周年
今後はシニア世代の交流も

～豪州ホ市から代表団が来葉～

トーク広場
第31回

町
長 語 ると

左からカレンさん・ウェンディさん・守屋町長・
ロッドさん・ロブさん


